
会社が倒産した場合の実務経歴書および実務経歴証明書の書き方 
建築実務を⾏った会社がすでに倒産している場合、通常提出しなければならない書類の他に、当該会社

に所属していたことを証する書類（源泉徴収票、社会保険加⼊記録書など）を提出してください。また、実
務経歴書及び実務経歴証明書に倒産した旨を記⼊する必要があります。 
 
１）実務経歴書について 
実務経歴書の記⼊⽅法については、実務経歴書の２枚⽬の下の余⽩部分に、申請者は会社が倒産し

た旨を記⼊します。 
実務経歴書 記⼊例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２）実務経歴証明書について 
実務経歴証明書の記⼊については、実務経歴証明書の下の余⽩部分に、申請者は会社が倒産した旨

を記⼊します。 
実務経歴証明書の記⼊例 

 

2 枚目 

【記⼊例】 
上記の実務を⾏った株式会
社○○建築設計事務所は、
平成○年○⽉に倒産した。 
※倒産した⽇付が不明の場
合、⽇付は記⼊不要。 

・勤務先の名称のみを記⼊。 
・証明者の署名・押印は必要なし。 

・申請⽇を記⼊ 

・勤務先（倒産前）の所在地、電話番号を記⼊。 
(所在地・電話番号が不明の場合は無記⼊でも
構いません) 

・「免許申請者との関係」も
記⼊する必要なし。 

【記⼊例】 
上記の実務を⾏った株式会社○○建築設計事務所は、平成○年○⽉に倒産した。 
※倒産した⽇付が不明の場合、⽇付は記⼊不要。 


